○新聞部部室

鼻歌を歌っている少女。うまい棒的お菓子を口にくわえながら、冊子を読んでいる。

『活動理念・言葉は力』の張り紙。

そこに、圭が入ってくる。少女に気付き。

　圭　　「京子ちゃん、来てたんだ」

京子も圭に気付いて。

　京　子「ふぇーふぇんふぁい」

　圭　　「もう、お行儀悪いよ」

鞄を下ろし、隣の椅子に座る。口の中の物を飲み下す京子。

　圭　　「何読んでるの？」

　京　子「学校新聞のバックナンバーです。今度の記事の参考にって」

　圭　　「参考になりそう？」

　京　子「うーん。圭先輩も朝日先輩も、内容が両極端なんですよね――あれ？」

　圭　　「え？」

覗き込む圭。京子、紙面を指差して。

　京　子「これ、変じゃないですか？　同じ月に二枚出てますよ？」

　圭　　「あ……」

圭、くすくす笑う。

　圭　　「懐かしい。それは、それでいいの」

遠い目。

　圭　　「それは、私と朝日が最初に作った新聞なんだ。あの頃は、私たちすごく仲が悪くて。顔を合わせればケンカしてたな」

　京　子「ほんとですか！？」

また笑う圭。

　圭　　「懐かしいな……」

○夜の公園

ぱっと見、普通の公園。ベンチや街灯の下に、カップルやサラリーマン。皆、携帯をいじっている。

近付けば、目が腐っている。恐ろしい勢いで指を動かしている人々。

踏み込むリティ。後ろに邦道と、軽く怯えた風情の朝日。

　リティ「国境なく開かれた公園で、右翼の活動をするなんて、絶対に許せない！」

リティ、杖を構える。

　リティ「多数のサイレントマジョリティを考慮に入れて決定します」

リティの顔。

　リティ「死刑！」

石田に変化。

周囲三百六十度に、AK47をぶっぱなす。打ち抜かれるネトウヨ達。びびってる朝日。

撃ち終わり、落ち着く。散らばる薬莢（散らばるよね？）。

地面に落ちた、壊れた携帯、そのディスプレイに浮かぶThe　Right　Wingの文字。

動き出す多数の携帯。空中の一箇所に集まり、巨大化する。

　朝　日「な、何！？」

驚く朝日。

携帯の化け物、石田に襲い掛かる。

　邦　道「リティ！」

携帯の一撃――を受け止める、虚空から伸びた腕。

　石　田「ぼくは、この程度で負けない。あたりまえの話だよね」

現れるザンギュラ、携帯にしがみ付き、スクリュードライバー。粉砕される携帯。

消えるザンギュラ。元の姿に戻り、ほっと息を吐くリティ。

　朝　日「すご……」

朝日、愕然。と、リティが朝日の方を見て焦っている。

　朝　日「え、何？」

リティ、じたばた。

　朝　日「何、どうしたの？」

　邦　道「朝日、危ない！」

　朝　日「え？」

飛んできた携帯電話、朝日の頭に当たる。

倒れる朝日。

○朝の住宅街

　朝　日「はぁ……」

邦道の新聞配達。自転車の後ろに乗っている朝日。額にでっかい絆創膏。

　邦　道「どうしてリティの声が邦道には聞こえて、あたしには聞こえないのよ」

　邦　道「心の波長がどうとか言ってたけど――要は相性の問題だろ。言っても仕方ねえって」

　朝　日「ちょっとずるいわ」

　邦　道「なんだ、それ」

　朝　日「…………」

邦道、振り返らずに横目で見て。また前を見て。

　邦　道「リティは、どうしてる？」

　朝　日「――熟睡中」

○朝日の家、リティの部屋

すやすやと眠っている、パジャマ姿のリティ。

　朝　日「昨日遅かったから。それに、魔法使った後は特に眠いらしいわ」

○朝の住宅街

　邦　道「遅かったのはお前もだろ。俺に付き合って、早起きすることないんだぞ」

　朝　日「何言ってるのよ！　あたしはこうして、邦道が仕事サボらないか見張ってるのよ？」

　邦　道「あーそう」

　朝　日「…………」

切なげな表情の朝日。

○高校の校庭

体育の授業中。

圭と朝日、屈伸をしながら。

　圭　　「リティちゃん？」

　朝　日「知ってるの？」

　圭　　「うん。この前、邦道先輩と歩いてるのを見たから。そっか、朝日の家にいるんだ」

柔軟体操。両足を広げ、体を倒しながら。

　朝　日「最近、邦道のやつ付き合い悪いのよね」

　圭　　「邦道先輩が？」

　朝　日「リティに借りがあるとか言って、ずっと彼女の方ばっかり手伝ってるのよ。この前も、人権団体のデモがあったのに……」

　圭　　「ふぅん……」

ジョギング。校庭を走りながら。

　圭　　「朝日も一緒に、リティちゃんのことを手伝ってみたら？　そうすれば、ずっと邦道先輩といられるでしょ」

　朝　日「あ、あたしはそういうことを言いたいんじゃなくて！　――それに、あたしに協力できること、ないみたいだし」

　圭　　「……でも、いいの？　このままじゃ、先輩のこととられちゃうかも知れないよ？」

　朝　日「だから、そういうんじゃ……！　べっ」

転ぶ朝日。立ち止まって見下ろす圭。

○大学、ロビー

壁にかけられた絵。を、眺めているアダム。

鞄を下げて通りかかった邦道。

　邦　道「アダム」

アダム、そこで邦道に気付く。

　アダム「よぉ」

視線、絵に戻す。

邦道も絵を見て。

　邦　道「お前、こういうのに興味あったのか？」

　アダム「あったら悪いのかよ？」

　邦　道「そうは言わないけど、不気味なのは確かだな」

　アダム「おい」

半眼で邦道を睨む。肩をすくめて。

　アダム「ま、俺も柄じゃないと思うけどな」

立ち去るアダム。

　アダム「じゃあ、俺はB棟で講義があるから」

　邦　道「ああ。寝るなよ」

見送り、絵を見上げる。それなりの大きさがある天使の絵。

　邦　道「俺も行くか……」

踵を返して。

世界が、揺らぐ。

はっとして振り返る。確かにロビーであるのに何か違う。誰もいない。

　カメンスキー「赤井邦道」

声のした方を見る。

どこぞの少数部族的仮面（顔が全部隠れる）を被った男が、こちらを見ていた。

　カメンスキー「少し、付き合ってもらおう。何、少しだけだ」

○新聞部部室

『必要があれば協力し、なければ距離をおくくらいでちょうどいい。顧問・憂子』の張り紙。

圭一人。手帳を見ている。儚げな顔。

背後に立つノイジー。

　ノイジー「その人のこと、好きなの？」

　圭　　「っ！」

驚いて立ち上がり、ノイジーと相対する圭。

　圭　　「いつからそこにっ？」

ノイジー、答えず背中を向ける。

　ノイジー「不毛だよねぇ。好きな人は親友の想い人、しかも二人は幼馴染。始めから自分に勝ち目なんてない。そう思わなきゃ、やってられないよねぇ」

　圭　　「な、なにを……」

ノイジー、圭に向き直り。

　ノイジー「でもそこに現れた第三の女。男の心は揺れ動くの。あ、一応言っておくけど、リティも左翼の人だからね」

　圭　　「え……」

ノイジー、圭に迫る。

　ノイジー「もしかしたら、左翼なら誰でも良かったのかな？　でもあなたは右翼だから、見てももらえなかった？」

　圭　　「そんな、こと……」

ノイジー子供っぽく笑い、一度離れる。窓の前。

　ノイジー「この街って左翼の巣窟だから、右翼のあなたに風当たりは強かったよね。いい思いするのはみーんな左翼。右翼の私は少数派。――ひょっとしたら、自分の方が間違ってるのかな？」

　圭　　「ち、違う。私は、間違ってなんて……」

ノイジー圭の眼前に現れる。頬に手を添えて。

　ノイジー「そうそう。あなたは正しいの。間違ってるのは周りの方」

耳元に口を近づけて。

　ノイジー「だから皆は、あなたの声に耳を傾けなきゃいけない。あなたの思想は認められなきゃいけない。それが、あるべき姿だから」

ノイジー、圭の唇奪う。

圭の目から光が消える。ここからかすかな雑音はいる。印象に残らないほどのかすかな雑音。

ノイジー、口を離す。次第に雑音大きくなっていく。

　ノイジー「ノイジー・マイノリティ」

雑音、最大に。

○高校

帰宅のために正門付近を歩いている朝日。

耳元に、電撃が走ったようなエフェクト。

　朝　日「痛っ」

耳を押さえる朝日。

　朝　日「何、これ。声……？」

はっとして、目を開く朝日。

　朝　日「この、声……」

振り返り、校舎を見上げる。

スピーカーから、ピンポンパンポーン。

○街中

学校のスピーカー。

商店街の電気屋。

デパートの放送。

住宅のラジオ。

テレビ画面には、The　Right　Wingの文字。

　声　　「愛国心を持ちましょう。特定アジアを排斥しましょう。日本の軍備を拡張しましょう。日本を好きになりましょう……」

テレビを見ていた男、ぼんやりと。

　男　　「そうだ、お国のために動かなくちゃ……」

○朝日の家、リティの部屋

気持ちよく眠っているリティ。いきなりばちっと目を開く。

ベッドから飛び降り、右手を掲げるとその中に杖出現。杖を振ると、パジャマがいつもの魔女服に変わる。

窓から飛び出すリティ、杖が箒に変化。危なっかしく箒にまたがり、飛んでく。

○空

箒に乗って、街を見下ろすリティ。

日の丸、君が代、まぁとにかく、右翼的なもの色々。

口元を引き締めるリティ。

　ノイジー「（オフ）素敵な眺めだよね！」

はっとして見上げるリティ。上空から襲い掛かるノイジー。

障壁を張るが、突破するノイジーの斧。リティの肩口を浅く裂くき、血が滲む。

箒の上で、真っ直ぐノイジーを見るリティ。宙に浮かんで、余裕でリティを見るノイジー。

　ノイジー「諦めた方がいいんじゃないかな。邦道君なら来れないし」

睨むリティ。

　ノイジー「それに――」

ノイジーの斧、植物の枝が伸びるように巨大化。担ぐほどでかく、まがまがしくなる。

　ノイジー「アタシね。今、すっごくいい気分なんだ」

上空に、黒雲が渦巻く。雷鳴。

斧を振り上げると、斧に雷落ちる。

帯電した斧を構えて。

　ノイジー「派手に行くからね！」

吶喊。

リティ、厳しい表情。

○マジカルソビエト

バルコニーで、スターリン空を見上ている。鳴動。

　スターリン「やってくれたな」

背後に膝をついているヴォローシロフ。

　ヴォローシロフ「報告します。石平市の急激な右傾化により、地下の天秤が異常な値を見せています。このまま右傾化が広がるようですと、崩壊の可能性もあります」

スターリン、苦々しく。

　スターリン「――ヒトラーめ、何を考えている。これでは共倒れだぞ」

　ヴォローシロフ「リン姉さん。こうなったら、僕が――」

　スターリン「案ずるな」

振り返るスターリン。

　スターリン「手は打ってあると言っただろう」

○大学、ロビー

邦道、カメンスキーを睨み。

　邦　道「俺をどうするつもりだ！」

座っているカメンスキー。

　カメンスキー「どうもしない。というより、どうすることもできない」

邦道、顔をしかめ。

　邦　道「どういう意味だ」

カメンスキー、立ち上がりマントを翻して歩く。

　カメンスキー「魔界の住人である我らは、人に危害を加えることはできん。こうして閉じ込めることがせいぜい。それも、日没までが限界だろうな」

邦道の横を素通りし、立ち止まる。

　カメンスキー「だが、それで十分だ。それまでに、全てが終わる」

　邦　道「なんだって？」

カメンスキーが振り上げるステッキ。その先に、花が咲く。

　カメンスキー「魔法は万能の力だが、人の思想を変えることはできん。思想エネルギーこそが、魔法の根源であるからだ。だが」

燃え出す花。

　カメンスキー「ノイジーは人間の精神を媒介とすることで、直接思想を上書きすることが出来る。この街が右翼に染まるまで、数時間と掛かるまい」

燃えた花、床に落ちる。

　邦　道「そんな……」

と、仮面とマントを残して消えるカメンスキー。

邦道の後ろに現れる。顔の上半分だけ隠すマスク。頬から鼻にかけて、赤い塗料が見える。

　カメンスキー「この勝負、我らの勝ちだ」

邦道、振り返り。

　邦　道「そんなことはさせない！」

　カメンスキー「さて、どうするつもりだ？　まさか、私に勝てるとでも？」

　邦　道「それは……」

　マ　オ「こうするアル！」

響く声。カメンスキー、驚く。

ロビーの壁に、光の線が走る。線が描き出した図形は、天安門。

天安門の向こうから、溢れ出す光。

そこから出てくるマオ。

　マ　オ「邦道。こちアル！」

　邦　道「お前は……？」

マオ、ウインク。

　マ　オ「味方ネ。――リティは駅前、暗い雲がわだかまてる下ヨ。早く行くアル！」

　カメンスキー「させるか！」

門に向け、銃器を構えるカメンスキー。

マオ、矛でそれを阻む。

邦道、二人の攻防を見上げた後。

　邦　道「……ありがとう！」

門の光に飛び込む。

マオ、それを見届けてにやり。

カメンスキー、睨む。

　カメンスキー「貴様、スターリンとは袂を分かったのではなかったのか？」

　マ　オ「リンとはちょと話が合わないだけネ」

矛を振り。

　マ　オ「枢軸に手を貸す輩を放ておけないのは同じヨ」

カメンスキー、歯軋り。

○どこかの屋上

ノイジーの斧が、屋上を砕く。

ぎりぎりで避けるリティ。

リティ、ぼろぼろ。荒い息を吐いてAK47を掲げる。

撃ち込むが、すべて弾かれる。

嬉しそうなノイジー。

　ノイジー「どう、分かったかな？　多数派だからって、正しいとは限らないんだよ」

斧をリティに向ける。

　ノイジー「正しいのは、アタシの方。それが真実なんだから」

○新聞部部室

虚ろな目で、座っている圭。

　圭　　「私は正しい……。私は正しい……。私は正し」

どん。

何かがドアに当たる音。

ドアが開く。圭、顔を上げる。

そこにいたのは、朝日。頭を抱えて。

　圭　　「朝日」

虚ろに笑う圭。

朝日、苦しそうにゆっくり近付いてくる。

　圭　　「ね、朝日。皆が、私の声を聞いてくれたの」

近付く朝日。

　圭　　「皆が、私を認めてくれたの。今は、私が多数派なんだ」

近付く朝日。呻き声。

　圭　　「朝日も、私が正しいって言ってくれるよね。右翼に来てくれるよね？」

圭の前で、朝日立ち止まる。

　朝　日「やっぱり、圭だったのね」

　圭　　「やっぱり？　どうして分かったの？」

圭、首を傾げる。

　朝　日「あたしが、圭の声間違えるわけないじゃない。友達でしょ」

目を前髪で隠し、口元をゆがめる朝日。

　圭　　「朝日」

虚ろに笑う圭。

パン――

朝日の平手が、圭の頬を打った。

　朝　日「……何やってるのよ」

怒りに震えている朝日。まだ目は見えない。

　朝　日「こんなことして、何になるのよ。こんなのただの洗脳じゃない！　本当に、これで満足なの！？」

呆然としていた圭。朝日を見て。

　圭　　「朝日は、いいよね。左翼の本拠地のこの街で、アカヒ新聞社の社長令嬢だもん。――何もしなくても、皆朝日の傍にいる。邦道先輩も」

睨む。

　圭　　「ずるいよ。だから私もずるするの。それで、おあいこ」

　朝　日「馬鹿言ってるんじゃないわよ！」

朝日の頬を流れる涙。

　朝　日「あたしが誰だって、この街がどうだって、そんなの関係ないじゃない！　あなたの言葉が正しければ、人は変えられる！　言葉は力よ、忘れたの！」

顔を上げる圭。

　朝　日「約束したじゃない！　正々堂々勝負しようって！　目を覚ましなさいよ！」

圭の目に、光が差す。

（回想）

○新聞部部室

部室の中で、対峙している朝日と圭。今にも取っ組み合いを始めそうな風情。

　朝　日「いい！？　大切なのは調和よ！　隣国と仲良くできなくて、発展はありえないわ！」

　圭　　「だからって、何でも言いなりになるのは違うよ！　植民地じゃないんだから、教育や政治にまで口出しされるのはおかしいよ！」

　朝　日「なによ！」

　圭　　「なに！」

睨み合い。

　朝　日「いいわ、ここは新聞部らしく、新聞で勝負よ！　お互いに新聞を作って、多くの人に支持された方が勝ちってことでどう？」

　圭　　「いいよ！　絶対負けないんだから！」

（回想）

○朝日の部屋と圭の部屋、交互に

ベッドに資料を広げている朝日。

　朝　日「負けない」

机に向かって本を読んでいる圭。

　圭　　「負けない」

キムチを食べて頑張っている朝日。

　朝　日「負けない！」

日の丸鉢巻で頑張っている圭。

　圭　　「負けない！」

（回想）

○廊下

左の新聞。大見出しは「私有財産全廃」「人格矯正」

『支持者０人』

右の新聞。大見出しは「日本を中心とした世界国家建国」

『支持者０人』

後ろで呆れている、まだ高２の邦道。

　邦　道「やりすぎだろ、お前ら」

朝日と圭、顔を見合わせて。

どちらともなく笑う。

暫く笑いつづけた後。

　朝　日「次は負けないわよ」

　圭　　「私だって」

握手。

　朝　日「正々堂々、また勝負しましょ」

　圭　　「うんっ！」

圭、とびきりの笑顔。

○放送部部室

泣いている圭。

　圭　　「ごめん……。ごめん朝日……っ」

　朝　日「もう。分かればいいのよ……」

小さく笑って――圭に向かって倒れこむ。

圭、朝日を支えて。

　圭　　「朝日？　朝日！？」

　朝　日「う……」

　圭　　「朝日、大丈夫！？」

朝日、顔を上げる。

　朝　日「ちょっと、静かにしててくれない？　ずっと圭の声が頭に響いてたから、暫く聞きたくないんだけど」

圭、涙ぐんで笑って。

　圭　　「……やだ」

青空。

　圭　　「ずっと、聞いててもらうんだから」

○どこかの屋上

フェンスに張り付けにされたリティ。うな垂れて意識があるのかも分からない状態。杖は離れた場所に転がっている。

ノイジー、大戦斧を振り上げ。

　ノイジー「これで、とどめ！」

風が起こり、黒雲吹き飛ぶ。

　ノイジー「何！？」

上を向いて驚愕するノイジー。と、手の中で斧が小さくなっていく。

　ノイジー「嘘っ！　まさか、魔法が破られたの！？」

顔を上げるリティ、憔悴。

ノイジー、呆然として屋上に降り立つ。

　ノイジー「そんな……。でも！」

リティを見る。

　ノイジー「まだ、あなたを倒すだけの力は残ってるんだから！」

攻めかかる。

屋上の扉を開ける人影。

　邦　道「リティ！」

邦道、叫ぶ。

リティ視点で邦道。

　リティ（赤井……さん）

気合を入れるリティ。

振り下ろされる斧を避け、転がって杖を取る。

ノイジー、邦道を見て舌打ち。

　ノイジー「カメンスキーの馬鹿。でも、今なら！」

再びリティに迫る。リティ膝立ちで、杖を構え。

　リティ「多数のサイレントマジョリティを考慮に入れて決定します」

迫りくるノイジー。

　リティ「私は、負けられない！」

AK47、そして石田化。

撃たれ、目を回して倒れるノイジー。

　邦　道「リティ、大丈夫か！？」

駆け寄る邦道。

リティ、ぼろぼろだが笑顔で頷く。

　邦　道「悪かったな、遅れて」

ふるふると首を振る。

ぱんぱんぱんと拍手の音。

　コイズミ「おめでとうございますわ。リティさん、邦道さん」

声の方を向く二人。ノイジーの傍に立っている和服の女性。

　コイズミ「ノイジーも、お疲れ様」

　ノイジー「（気絶したまま）うー」

　邦　道「誰だ！」

コイズミ、両手を合わせ。

　コイズミ「私、マジカル枢軸の三位、コイズミと申します」

頭を下げる。

　コイズミ「以後お見知りおきを」

　邦　道「マジカル枢軸！？」

　コイズミ「はい。そう怖い顔しないで下さい。私、ノイジーを迎えにきただけですわ」

宙に浮かび上がるノイジー。

　コイズミ「それでは、ごきげんよう。またお会いしましょう♪」

光り、消えていく二人。

　邦　道「…………」

見守るリティと邦道。

○職員室

原稿を読んでいる憂子先生。

その前に立っている朝日と圭。

憂子、読んでいる。

二人、ごくりと唾を呑む。

　憂　子「没だな」

ガーン。となる。

　憂　子「二人とも、主観で物事を決め付けすぎだ。いつも言っているだろう。私見は必要があれば私見と断った上で挿入し、必要なければ客観的事実のみを書くぐらいでちょうどいいと」

憂子、原稿を机におき。

　憂　子「書き直し」

　朝日と圭『はぁ』

朝日と圭、同時にため息。

顔を見合わせて、声を立てずに笑う。

○新聞部部室

開いている冊子は、学校新聞のバックナンバー。

朝日の新聞には圭の。圭の新聞には朝日の。手書きのコメントつき。

　　　　　　続くかも

